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教育委員会の事務の点検及び評価について 

 

１　趣旨 

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条により、全ての教育委員会は、毎
年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結

果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないとされ

ています。 

このことから、魚津市教育委員会では、効果的な教育行政の推進及び市民への説明責

任を果たすことを目的として、教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての点検

及び評価として施策評価を実施し、その結果について報告・公表するものです。 

　 

２　点検・評価の対象 

　令和４年度に教育委員会が実施した施策 

 

３　点検・評価の結果及び学識経験者の知見の活用 

　教育委員会では、令和４年度主要施策である次の３施策について運営状況、事務事業

の執行状況について自己点検及び評価を行いました。また、学識経験を有する下記の者

から、教育委員会の自己点検に対する意見を聞き、本書に記載する。 

 

 

４　議会への報告及び公表 

　点検及び評価に関する結果報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、市のホ

ームページに掲載し公表します。 

 

 

 

 

 

 

 施　策　名 学識経験者 区分等

 ①学校教育の充実 宝田　哲 

荒井　隆澄

元小学校長 

県 P会長指名副会長
 ②生涯教育の推進

社会教育委員 委員名簿別記
 ③文化芸術・スポーツの振興
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　　魚津市社会教育委員名簿 

 

　　

 氏　　名 所　　属　　等

 鍋島　正茂 魚津市中学校長会　会長

 森田　美幸 魚津市小学校長会　会長

 本元　義明 魚津市公民館連合会（道下公民館長）

 吉田　信義 公益財団法人魚津市体育協会　ありそドーム　係長

 尾谷　秀隆 魚津市ＰＴＡ連合会　

 小畠　真知子 うおづ女性ネットワーク

 朝本　靖之 ボーイスカウト魚津第２団

 大城　克明 青少年育成魚津市民会議　会長

 野澤　良成 魚津市文化協会　顧問

 田中　悟 富山県民生涯学習カレッジ新川地区センター所長



 

 

 

教育委員会の事務の点検及び 

評価結果報告書（令和４年度分） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年 12 月 

魚津市教育委員会 
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令和４年度事業に対する学識経験者からの主な意見と取組状況 

 
¡ 学校教育の充実 

◇　確かな学力を育む教育の推進 

 

 

 学識経験者意見 取組状況

 　学習の達成状況は、指標とする学力調査の県平

均との比較において、小学校は前年度を下回った

が、中学校は目標値を大きく上回った。小学校で

の学習は中学校での学習につながる「基礎の学

力」となる。「基礎の学力」を安定的に習得させる

ことがその先の学力習得・達成につながると考え

る。結果に一喜一憂することなく、今後も「学力

向上プラン研究事業」や「小中学校教育研究事業」

等の取組を中心に、教員研修による力量の向上や

授業改善、中学校における放課後学習の充実等、

児童生徒の実態に応じた地道な取組、実践が望ま

れる。

各校で学力調査の結果を分析し、校内

研修を通して、授業改善に取り組むとと

もに、「魚津っ子の学び向上委員会」が中

心となって、研修を進めています。今後

も実効性のある取組を研究してまいり

ます。 
今後は、「学力向上プラン研究事業」や

「小中学校教育研究事業」等の取組を充

実するとともに、小中の交流や他県との

交流研修を実施するなど、教員の資質向

上や授業改善につながる取組を推進し

ていきます。

 特別な支援を必要とする児童生徒や不登校の

児童生徒が年々増えてきており、その対応や支援

が急務である。「特別支援スタディメイト」「学習

支援員」、また、専科教員の配置や英語教育におけ

るＡＬＴ等、各学校の実態に応じた配置の継続や

拡充に努めてほしい。

令和５年度においては、学校の実情に

より、年度途中で「特別支援スタディメ

イト」を 1 名増員しました。今後は、特

別な支援を必要とする児童生徒の増加

に対しては、「特別支援スタディメイト」

を 2 名増員し、十分な支援ができるよう

努めていきます。

 プログラミング教育の推進事業が実施された

が、より多くの児童生徒の興味関心が掘り起こさ

れるような内容の工夫や今後の展開に期待した

い。

各小学校にプログラミングクラブを

設置しています。また、中学校では希望

者を対象にプログラミング教室を実施

し、興味関心をもつ機会としています。

今後もコンクール等の開催も含め、児童

生徒が興味関心をもつ機会を充実して

まいります。



- 4 - 

 

　◇　豊かな心を育む教育の推進 

 

◇　健やかな体を育む教育の推進 

 学識経験者意見 取組状況

 不登校児童生徒の割合は、小中学校ともに指標

の目標値を大きく上回る結果となった。４年度

は、新たに SSW を配置され、適応指導教室「す

まいる」が、不登校だけでなく特別な支援を要す

る児童生徒の自立支援に効果を上げており、今後

も学校と関係機関が連携し、専門的な指導・相談

体制の充実に努めていくことが重要である。

市の SSW に加え、５年度から市の SC を

配置し、市の適応指導教室「すまいる」

の指導員３名とともに指導体制・相談体

制の充実を図っております。また、小学

校低学年の不登校が増加していること

から、今後は各小学校に校内教育支援セ

ンターの設置とその指導員 10 名程度を

配置し、不登校児童の居場所の確保とと

もに学びの多様化の対応に努めていき

ます。

 ふるさとに対する誇りと愛着心の育成を目指

した「魚津市ふるさと教育スタンダードプラン」

に基づく「ふるさと発見バス」や「地場産業体験

学習」等の成果が表れるのはまだまだ先のことで

あろうが、何らかの形で検証をしていく必要があ

ると思われる。

ふるさとを愛し、誇りをもつことを目

的に掲げ、学校や関係者と意思疎通を図

りながら、検証方法を含め、よりよい取

組等について研究していきたいと考え

ております。　 

 全国的に活動が縮小傾向にある中、市内 100 事

業所の協力を得て実施された「社会に学ぶ 14 歳

の挑戦事業」は、生徒が勤労の尊さや創造するこ

との喜びを体得し、勤労観・職業観の形成や進路

選択決定などに資する重要な教育活動であり、今

後も事業の継続、充実に努めてほしい。

「社会に学ぶ 14 歳の挑戦事業」は、

市内の事業所の協力も得ながら、生徒の

キャリア形成に寄与する意義ある活動

であると考えています。新規受入事業所

も増え、たいへん感謝しております。引

き続き、事業所の確保に努めていきたい

と考えております。

 学校司書の配置によって図書の整備や読書環

境の充実が図られ、一定の成果を上げてきた。 
読書をする習慣の形成に目標を置き、家庭や世

代を越えた読書活動の状況分析と方策が望まれ

る。本に親しむ家庭の雰囲気を醸成するような取

組等の工夫に期待したい。

児童生徒の図書に対する関心を高

め、読書量の増加を目的に、学校図書

館の蔵書情報等を電子化しました。こ

れにより児童生徒がタブレット端末等

を使って蔵書を検索することができる

ようになり、読書週間の形成や調べ学

習等への興味関心につながるものと期

待しています。

 学識経験者意見 取組状況

 ・「第 2 期魚津市食育推進計画」に基づき、食

べ物を無駄にせず、また、児童生徒が食に対する

SDGs の視点も取り入れた「第３期魚津

市食育推進計画」を策定し、より計画的
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 ◇　教育環境の整備・充実 

 

〇　生涯学習の推進 

◇　学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上 

 正しい知識を身に付け、食を通して自らが自己管

理できるよう計画的な食育の推進が今後も望ま

れる。食品ロスの観点からＳＤＧｓを意識させる

ような取り組みも試していくのはどうだろうか。

に食育を推進してまいります。また、栄

養教諭等を中心とした各校への給食訪

問での食育指導など関係機関と連携し

て食育の推進に引き続き努めてまいり

ます。

 学識経験者意見 取組状況

 GIGA スクール構想により児童生徒一人一台の

タブレット端末や一教室一台の電子黒板等、学習

環境が整備され、ICT 機器の活用率も高くなっ

た。ただ、使用頻度が上がっても学びの目的に応

じた活用がされなければ意味がなく、一人一人の

情報リテラシーを高めるとともに主体的・対話的

な深い学びにつなげる実践に努めることが重要

である。

　GIGA スクールサポーター２名が各学

校を１週間に２回訪問し、機器の不具合

や教職員の質問事項に対応する体制を

継続しています。市情報研究会では、各

校の参考となるように ICT 機器の効果的

な活用事例を収集しています。今後もよ

り実効性のある活用について研究して

まいりたいと考えています。

 情報セキュリティ対策向上のためにホームペ

ージシステムの更新が実施されたが、情報発信が

停滞している学校が一部見受けられる。教員が情

報更新できないのであれば、支援員等の対応も検

討する必要がある。

ホームページによる情報発信の在り

方については、市情報研究会で現状と課

題を情報共有し、支援員等による対応も

含めて検討していきたいと考えており

ます。

 「魚津市小中学校通学安全プラン」に基づき、

対応・対策が講じられているが、命に直接結びつ

く事業であるため、指摘・要望の挙がった箇所の

安全対策については今後も早期対応に努めてほ

しい。

関係機関の協力を得て、通学路点検を

通じて危険個所の早期対応に努めてい

ます。また、潜在的な危険個所の発見に

も注力し、道路管理者等に働きかけてま

いります。

 家庭の経済的理由によらず等しく教育を受け

ることができるよう、就学援助費の支給や新入学

学用品費の入学前支給など、小中学校就学援助事

業における適切・適正な支援の継続が望まれる。

学校や市福祉部局等の担当者と連携

し、支援が必要な家庭には適切なタイミ

ングで適正な支援を実施していきたい

と考えております。

 学識経験者意見 取組状況

 ・図書館について「学習ニーズの把握につとめ

る」とあるが、どのようにしているのか？ 
 
・電子図書館の利用状況について教えてほしい。

・一般的にはアンケートをとってという

ことになると思うが、限られた方々の利

用であり、市民やボランティアの方も含

めた図書館協議会を設置、年に２回開催
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 し、（市民全体のニーズの把握となると弱

いが）ご意見をいただいています。 
・図書の貸出冊数についてはコロナ禍に

よる活字離れやスマホ、パソコンにより

減ってきている。電子図書館については

当初は年間 3,000 冊以上の利用があった

が、R4 は年間 1,500 冊。R5 年７月にホ

ームぺージや情報システムを更新し、発

信力も強くなり、現在は(コロナ禍前に)戻
りつつあります。

 ・公民館のコミュニティーセンター化については 
振興会が中心になると思うが、事業の引継ぎや予

算等について地域の反応はどうか。 

地区の方々と話をしながら、R6 年４月

から全地区でコミュニティーセンター化

となります。「公民館」がなくなってしま

うことに不安をもっている方もいます

が、公民館事業については継続していき

ます。形としては地区振興会の中に部会

をつくってもらい、実施していけるよう

に考えています。組織については各地区

で協議中。新しく部会を作る地区が多い

が、総務部など既存の部会が引き継ぐ地

区もあります。各館に事務員が２～３人、

館長、主事がいて、事業に携わっていただ

く。予算については委託、事業費としてそ

のまま維持していくようにすすめていき

ます。事業が減ることはない。また公民館

連合会にかわる組織として生涯　学習推

進協議会を設置。リーダーに出席しても

らい情報共有や県の事業、職員研修等を

行っていきます。

 ・コミュニティーセンター化について地域からよ

く聞くようになったが、変わることはあるのか、な

いのか？

「公民館」では社会教育法により利用

の制限があったが、それがなくなるので

施設利用の自由度がひろがります。例え

ば地域の野菜の販売や月謝をとっての

塾、学習ができるなど。貸出することも可

能となり、これまでの利用者にとっては

さほど変わらないと考えています。
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◇ ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用 

 

◇ 博物館の充実 

 学識経験者意見 取組状況

 ・（新聞記事にも掲載されていた）松倉城跡の国指

定について状況をお聞きしたい。

リストという形で発表があった。歴史

的な価値があるということを文化庁も認

識したもの。国指定の手続きは、地権者の

方々の同意をいただくことが必要。未相

続では代をさかのぼることにもなる。地

元の方の協力をいただきながら、早期の

指定にむけて令和６年に当初予算措置を

行っていく予定です。

 ・地元上野方地区の刀踊り継承の話が出ている。

少子化が進んでいる今、地元にこだわらず、よつ 
ば小学校区全体で取り組むことはできないだろう

か。 
・伝統芸能の保存には学校と連携して地域コミュ

ニティーとどう取り組むかが大切。 
・地域単位ではなく、市全体として伝統芸能の継

承に取り組む必要があると思う。ただ、簡単なこと

ではないと思う。 
・子どもは非常に前向きなので、保護者をいかに

巻き込むかが大事。 
・子どもの頃一度身に付けた技術や体験、例えば

蝶六などは、大人になっても体が覚えている。また

やりたいと思う子が多い。

伝統芸能の保存と継承のためには、その

地区に根付いたものを大切にしながらも

特定の地域にこだわらず、統合した校区

全体で担い手になっていけるような取り

組みなども検討していくことも必要と考

えます。

 学識経験者意見 取組状況

 ・水族館については、来場者増に向けて開催して

いるイベントなど感心している。外部評価で来場

者が少ないという指摘を受けた。また対話型のイ

ベントについて職員の負担になっていないのか。

外部評価者として、中村元水族館プロデ

ューサーの方にきていただいた。「魚津水

族館の規模からすると年間 15 万人の来

場者数は少ない。子どもの率が高く、大人

が少ない。大人に来てもらえるようにす

るべき。大人にお金を使ってもらえるよ

うな水族館へ。子ども向けが中心、今後は

大人の人にも来てもらえるように。」など

の意見。 
対話型イベントについてはやろうと思

っていた矢先に新型コロナウイルスの影

響を受けました。ようやく通常の形でで
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〇　芸術文化・スポーツの振興 

◇　芸術文化活動の推進 

 

 きるようになり、これはやっていこうと

思っています。ある程度、職員の負担には

なるが、新たな取り組みをやっていく中

で、ぜひ取り組みたいことです。なお水族

館は施設管理公社 20 人ほどで運営して

います。

 学識経験者意見 取組状況

 ・文化ホール事業について、先日新川文化ホール

で合唱祭を行った。学校が使える施設としては、最

高レベルだと思う。 
・新川地区のみならず、県下でも有数の文化施設

で歌えることのありがたさを感じているし、生徒

達にもそのように伝えている。 
・文化ホールは日頃の練習の成果を発揮できる場

があることは大変ありがたいこと。これからも支

援を続けてほしい。

新川文化ホールは、県と市の共同運営施

設のため、近隣自治体の文化施設より充

実したものとなっております。加えて鑑

賞事業などソフト事業もより充実したも

のになるよう努めております。 
今後も成果を発揮できる場として利用し

ていただけるよう予算措置も含めて支援

していきたいと考えています。

 ・「魚津市音楽コーディネーター」（Ｈ16 設置、20
年以上継続）を設置して頂いているおかげで、合唱

祭の審査、集計の合間のミニコンサートなどプロ

の指導を仰ぐことができ、子どもの教育に大変プ

ラスになっている。

令和５年度も同様に事業を実施してお

ります。次年度以降も引き続き実施でき

るよう予算措置を行います。

 ・舞台芸術鑑賞会でも、本物と言われる芸術に触

れられる機会を提供して頂きありがたい。自分が

受けたものを、次世代に返しましょうという教育

を、学校側はやっていくべき。 
・本物の芸術は、理屈ではなく、子どもたちに伝わ

る何かがあるということを感じた。

令和５年度も同様に事業を開催いたし

ました。次年度以降も開催できるよう予

算措置を行います。

 ・事業評価について（実績値で人数の増減の記載

があるが、）そもそも人口減で減っていく一方なの

で、全体の割合にするなど、見せ方を検討していく

べきではないか。

実施した事業がわかりやすく評価でき

るような項目を検討していきます。

 ・芸術文化のみならず、SNS 等を利用した情報発

信の仕方を考えていくべき。 
今後も市の SNS コンテンツとして、公

式 LINE やフェイスブック、インスタグ

ラムなどの活用を進めていきます。



- 9 - 

◇　スポーツ活動の推進 

 

 学識経験者意見 取組状況

 スポーツ競技への参加者の底辺拡大や競技力向

上を今後も継続して推進していくことが大切であ

ると思うが、中学校では生徒数の減少により単独

校によるチーム編成が困難な状況が生じており、

普段の活動や対外試合への参加が十分にできない

こともある。教員の長時間勤務の緩和や指導経験

がない種目の顧問となる負担感の解消のために

も、部活動の地域移行の実施が喫緊の課題である

と思われる。中学生が幅広いスポーツの機会を得

るとともに、体力や技能の向上を目指すことがで

きるよう、生徒にとって望ましい地域部活動の方

向性を今後も検討し続けてもらいたい。

令和５年度からバレーボール、陸上競

技で中学校部活動の地域移行の取組が先

行して行われています。また、魚津市地域

部活動推進協議会を立ち上げ、部活動の

地域移行の方向性について、関係団体と

協議を進め、環境整備に取り組んでいる

ところです。 
令和６年度からは、国の実証事業を活

用して、半数以上の運動競技の種目が実

施できるように、実効的な体制整備に努

めていきたいと考えています。

 中学校の部活動の地域移行について、運動部・文

化部それぞれの関係団体等と連携を図って進めて

いただきありがたく思います。これまでの部活動

とどのように違うのかなど小学校も知る機会があ

るとよい。

部活動の地域移行の進捗状況につい

て、教育委員会のホームページに推進協

議会の資料や記録等を掲載するなど、今

後も随時情報発信に努めてまいります。

また、小学校にも新入生説明会や児童向

けプリント等を通じてお知らせしていき

たいと考えています。

 学校体育施設が有料化され、専門業者による体

育館のウレタン塗装が行われるようになった。塗

布作業の良質化や教職員の負担軽減の視点からも

大いに助かっている。今後も体育館が安全で快適

に使用できるよう継続していただきたい。

魚津市学校開放施設（スポーツ）管理計

画に基づき、利用者の安全や施設の適正

な維持管理の観点から、適切なタイミン

グでウレタン塗装を実施できるよう今後

とも必要な予算の確保に努めます。

 プロ野球や車いすバスケットボールの選手との

交流は、小中学生が一流のアスリートと実際に触

れ合える機会であり、スポーツへの関心・意欲の向

上のみならず人としての生き方について考える機

会につながると思われる。

今後とも児童生徒が様々なスポーツ体

験をすることができる機会を作るよう努

めます。

 バレーボール、ラグビー、野球などは大きいイベ

ントを取り入れて推進を図ってきているが、現在

バドミントン人口が増えている（子供たち）中で今

後はバドミントン、テニスのイベントの取入れも

視野に入れることも検討してはどうか。

連携協定を締結しているパナソニック

スポーツの選手、指導者らによるクリニ

ックを実施していますが、他の種目につ

いても競技団体と連携しながら実施を検

討したいと思います。
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〇　いきいきとしたライフスタイルの実現 

◇　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 

 

 

 学識経験者意見 取組状況

 室内温水プールの完成は、身近な環境でスポー

ツに親しむためにも心待ちにしている市民が多数

いると思う。利用開始に向けて事業の推進を図る

とともに、施設が幅広い年齢層によって有効に活

用してもらえるように、工夫ある企画運営をお願

いしたい。 

令和７年度の供用開始に向けて準備を

進めていきます。また、供用開始後の有効

活用や企画運営については、今後決定す

る施設管理者とともに取り組んでいきた

いと考えています。

 若い時から地域、社会に関わらないと、高齢にな

ってから参加というのは無理があると思います。

スポーツも同じ。どの世代でも継続して関われる

ような施策が必要だと思います。 

体育協会、地区体育振興会、スポーツ推

進委員協議会等の関係団体とともにに、

若い世代の継続した関わりについて取り

組んでいきたいと考えています。 

 健康寿命のための取組について、現在行政、民間

それぞれが自分に合ったライフスタイルの運動を

取り入れているのが現状だと思いますが、今後は

継続に重点を置くことが必要かと思います。 
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4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 38 (36) 38 (36)

本 10 (10) 10 (10)

本 6 (6) 6 (6)

本 9 (7) 9 (7)

本 13 (13) 13 (13)

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

施策の現状
及び課題

現　　状
・児童生徒の意欲的な学習への取組や、互いを尊重し合う豊かな心の育成に向けて、様々な教育活動に取り組んでいます。
・児童生徒が安全・安心な学校で学ぶことができるように教育環境の整備に取り組んでいます。

課　　題
・学習支援員やALT等の人材の充実、ICTを活用した教育やふるさと教育の推進を通して、児童生徒の学力向上及び豊かな心の育
成を図る必要があります。
・ICT機器を含めた学校施設の適切な維持管理、通学時の安全確保に向けて取り組む必要があります。

施策の
トータルコスト

主管課名 教育総務課

関係課名 学校給食センター・こども課・健康センター・建設課・生活環境課

１０年後の
目指す姿 　教育活動が充実するとともに教育環境が整備されています。

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 確かな学力を育む教育の推進

施策を進めるた
めの役割分担

129,904 207,891

基本事業③ 健やかな体を育む教育の推進

行　　政

・児童生徒が意欲的に学習に取り組むための教育活動の充実に取り組みます。
・自己肯定感を身に付け、命を尊び、他者を思いやり支え合う心を育成します。
・安全で健康な生活及び望ましい食生活など、健康的な生活習慣を形成する環境を整備します。
・児童生徒が安全で安心して学習できる環境を整備します。

市　　民
・

事 業 所

・子どもの基本的生活習慣（早寝・早起き、食事のマナー、あいさつなど）や家庭学習の習慣が身に付くよう努めます。
・学校教育に対する理解を深め、学校との協力・連携に努めます。
・民間の事業所が連携、協力し、児童生徒のプログラミング教育推進の支援に努めます。

13,327 16,309

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 98,326 87,346

７年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

基本事業② 豊かな心を育む教育の推進

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

771,697

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

基本事業④ 教育環境の整備・充実

８年度実績

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

59,613Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 58,610

507,319

区　　分

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 565,929 831,310

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 265,762 460,151

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 14,940 15,380

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 60 60

　同　　上
円 13,981 20,825

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 1,448 1,493

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 12,534 19,332

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919
参　　考

１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876
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令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【英語教育推進事業】
・令和２年度から小学校の英語教科化が導入され、全小中学校に計５名の外国語指導助手を配置し、中学校の英語や小学校での
外国語活動の補助を行いました。
【特別支援教育推進事業】
・発達障害等、特別な支援が必要な児童生徒に対して、にこにこ相談会の実施、スタディメイトの配置等、学習指導上の支援を行い
ました。また、特別支援教育コーディネーターを配置し、切れ目のない連携支援を実施しました。
【学力向上プラン研究事業】
・小中学校の拠点校２校を中心とした確かな学力の育成のための実践研究と検証改善を推進しました。
・中学校２校において、放課後学習をのべ33回行いました。
【小学校教育研究事業、中学校教育研究事業】
・教職員の指導力向上を目的とした研修会を11回行いました。
・「魚津っ子の学び向上委員会」を２回開催しました。
【プログラミング教育推進事業・ロボコン魚津大会実施事業】
紅ズワイガニロボコン魚津大会を開催し、17チーム21名の参加がありました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ①確かな学力を育む教育の推進

基本事業の目的（意図） 英語教育やプログラミング教育を推進するとともに、特別支援スタディメイトの配置等により特別支援教育の充実を図ります。

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

103.0

101.0

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

７年度
（中間目標値）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

教育総務課

一般会計 学力向上プラン研究事業 1,834,814 1,676,818 157,996 - 教育総務課

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

教育総務課一般会計 教育環境一般管理費 42,604,000 37,131,637 5,472,363

一般会計 中学校教育研究事業 2,460,623 2,154,204 306,419 Ａ 教育総務課

一般会計

教育総務課

教育総務課

一般会計 中学校教科用図書給付事業

教育総務課

一般会計 教育センター運営費

672,111 Ａ

一般会計

3,251,000 2,973,043

一般会計

教育総務課

一般会計 小学校教科用図書給付事業 2,669,000 2,459,740 209,260 -

小学校教育研究事業 5,352,500 3,955,128 1,397,372

0

1,566,000 1,449,750 116,250 - 教育総務課

-

英語教育推進事業 26,428,000 26,427,500 500 Ａ

プログラミング教育推進事業・ロボコン魚津大会実施事業 6,282,500 6,032,706 249,794 Ａ 教育総務課

Ａ

277,957 -

0

一般会計 特別支援教育推進事業 3,758,000 3,085,889

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

12年度
（目標値）

101.0（小）

成果指標名 単位
令和元年度

102.0

学習の達成状況 ％
100.0 98.1

99.0 100.0
93.6（中） 94.4

98.096.0 97.0

101.4
98.8

101.6 101.8

96.0 99.3

101.2

0

0

合　　計 96,206,437 87,346,415 8,860,022

0

0

 69

092008
テキストボックス
-2-



1

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6

7 ○

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

１次評価結果

一般会計 子どもの権利推進事業 97,000 68,615 28,385 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

1.05 1.0

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

0.8
0.5

2.0

10.0
8.2

成果指標名

児童生徒一人当たりの１か月の読書冊
数

冊
7.2 7.6 8.57.9

6.9 7.6

社会に学ぶ14歳の挑戦事業 1,222,000 955,331 266,669 Ａ

教育総務課

一般会計 情操教育推進事業 456,186 121,000 335,186 Ａ 教育総務課

一般会計

こども課

一般会計 学校司書配置事業 7,853,000 6,964,975 888,025 Ａ 教育総務課

適応指導教室運営事業 9,256,000 8,199,099 1,056,901 Ａ

0

一般会計 ふるさと教育推進事業(施策４①再掲) (7,026,000) (6,560,740) (465,260) Ａ 教育総務課

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

教育総務課

予算なし スクールカウンセラー等配置事業 0 0 0 - 教育総務課

一般会計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 18,884,186 16,309,020 2,575,166

0

目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

0.7
1.05（小） 1.15

0.9

基本事業の目的（意図）
地域での職場体験によるふるさと教育や、乳幼児とのふれ合いによるいのちの教育を推進し、児童生徒の豊かな心の育成に取り
組みます。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【学校司書配置事業】
・市内の全ての小中学校に学校司書を配置し、図書の整備や児童生徒の読書活動の推進に取り組みました。
【適応指導教室運営事業】
・適応指導教室「すまいる」において、不登校傾向の児童生徒の学校復帰を支援しました。
【小学校教育研究事業】
・「ふるさと教育スタンダードプラン」に基づき、ふるさと発見バス事業を小学校２学年、４学年、５学年、６学年に実施しました。
・地域への愛着をもってもらうため、地場産業体験事業を小学校３年生に実施しました。
【情操教育推進事業】
・小中学校においていのちの授業を８回実施しました。
・いじめ防止対策推進委員会を開催しました。
【社会に学ぶ14歳の挑戦事業】
・市内100事業所の協力により実施しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 13

不登校児童・生徒の割合 ％
3.4

5.80 8.26

3.2

施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ②豊かな心を育む教育の推進

4.43（中） 5.39

単位

実績値

8.4 8.5

1.40 2.06

3.8 3.6 3.0
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1

2 ○

3 ○

4 ○

5

6 ○

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合　　計 219,299,377 207,891,429 11,407,948

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

予算なし 学校給食会計経理事業 0 0 0 - 学校給食センター

0

50,158,698 2,706,594 - 学校給食センター

予算なし 学校給食ふるさと食材活用事業 0 0 0 - 学校給食センター

学校給食運営事業 137,863,165 131,358,424 6,504,741 Ａ 学校給食センター

5,383,000 4,675,631 707,369 Ａ 教育総務課

一般会計 プール授業外部委託モデル事業 1,870,000 1,468,339 401,661 Ａ 教育総務課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

予算なし 食育推進事業 0 0 0 -

一般会計 学校給食施設維持管理事業 52,865,292

一般会計 児童・教職員健康診断事業 8,584,000 7,496,417 1,087,583 Ａ

一般会計 学校給食配送業務 12,733,920 12,733,920 0 - 学校給食センター

一般会計

教育総務課

一般会計 生徒・教職員健康診断事業

学校給食の残食率 ％ 2.5 3.3
3.0 2.7 2.2 1.8 1.5

教育総務課

1.0
3.9 4.9

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【児童・教職員健康診断事業、生徒・教職員健康診断事業】
・児童生徒及び教職員の健康診断等を行いました。
【学校給食運営事業】
・栄養バランスの取れた、安全でおいしい学校給食を提供しました。
・「魚津市学校給食における食物アレルギー対応マニュアル」に基づき、食物アレルギーを有する児童生徒が、安全・安心に学校生
活を送ることができるよう食物アレルギー事故等を防止に取り組みました。
【食育推進事業】
・平成30年度に策定した「第２期魚津市食育推進計画」に基づき、関係各課及び各種団体と連携しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

けがや病気の件数 人 7.2 7.3
6.8 6.4 6.1 5.8 5.5

4.0
7.1 7.1

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ③健やかな体を育む教育の推進

基本事業の目的（意図） 望ましい食生活の習慣が身に付くよう、食育を推進します。また、学校給食での地場産食材の利用拡大を図ります。

４年度 ５年度
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令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

55.2（小） 55.2
75.0 80.0 85.0 90.0 95.0

100

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ④

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

基本事業名 ④教育環境の整備・充実

基本事業の目的（意図）
学校規模適正化を進めるとともに、教育現場の働き方改革推進の視点からも、ICTを含めた教育環境整備に取り組みます。また、
関係機関と連携して児童生徒の安全な通学を確保します。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【小中学校教育振興・情報化事業】
・小中学校すべての児童生徒に1人1台のＩＣＴ環境（タブレット）を整備しました。
【教育ネットワーク管理事業】
・教職員のパソコン及び電子黒板の整備を行いました。
【小中学校維持管理事業】
・感染症対策に必要な保健衛生用品の購入及び備品を整備しました。
【通学安全推進事業】
・「魚津市小中学校通学安全プラン」に基づき、魚津市通学安全推進会議を開催するとともに、関連事業の推進に努めました。地域
住民には「ご近所見守り推進事業」として活動していただくほか、「ながら見守り連携事業」では、28事業所の協力を得ています。ま
た、小学校の遠距離通学を支援するためスクールバスを運行しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

ICT機器の活用率 ％
86.8 93.5

79.2（中） 79.2
97.0 92.0 93.0 94.0 95.0

100
98.6 100

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 学校規模適正化事業 352,040,000 181,504,406 170,535,594 Ａ 教育総務課

一般会計 教育委員会の会議及び委員に関する事務 638,000 502,460 135,540 - 教育総務課

一般会計 教育委員会事務局一般管理事業 16,549,000 15,653,091 895,909 - 教育総務課

一般会計 私学等教育振興事業 1,850,000 1,850,000 0 - 教育総務課

一般会計 奨学金貸付事業 7,498,000 5,020,400 2,477,600 - 教育総務課

一般会計 小学校維持管理事業 94,360,000 78,879,474 15,480,526 - 教育総務課

一般会計 中学校維持管理事業 60,072,000 42,389,144 17,682,856 - 教育総務課

一般会計 教育ネットワーク管理事業 25,652,000 25,102,561 549,439 - 教育総務課

一般会計 小学校教育振興・情報化事業 51,555,000 49,548,757 2,006,243 Ａ 教育総務課

一般会計 中学校教育振興・情報化事業 19,824,000 18,551,604 1,272,396 Ａ 教育総務課

一般会計 通学安全推進事業 461,000 383,735 77,265 Ｂ 教育総務課

一般会計 小学校遠距離通学援助事業 49,765,000 40,765,393 8,999,607 - 教育総務課

予算なし 就学事務 0 0 0 - 教育総務課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 680,264,000 460,151,025 220,112,975

0

0

0

0

0

0
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【①確かな学力を育む教育の推進】
＜小学校教育研究事業、中学校教育研究事業＞
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の学力向上部会の活動を継続し、市全体で学力向上への取組を進めました。
＜特別支援教育推進事業、学習支援員派遣事業＞
◆特別支援スタディメイトや学習支援員を配置することにより、多様な学びのニーズに対応しました。
＜英語教育推進事業＞
◆全小学校への専任ALT配置により、英語に親しむ活動を行い、言葉の壁を超えるスキル向上を行いました。

【②豊かな心を育む教育の推進】
＜情操教育推進事業＞
◆いのちの授業の実施により、豊かな心の醸成に努めました。
＜小学校教育研究事業＞
◆ふるさと発見バス事業や地場産業体験事業の実施により、地域を学ぶ学習を実現しました。
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の心の教育推進部会の活動を継続し、「ふるさと教育スタンダードプラン」の内容の見直し・改善を進めました。
＜学校司書配置事業＞
◆学校司書の配置による図書の整理や読書環境の充実により、児童生徒が書物に触れ合う機会が増え、授業の調べ学習も充実しました。
＜適応指導教室運営事業＞
◆市SSWを配置することにより家庭における生活環境の改善も含めた不登校対策に努めました。

【③健やかな体を育む教育の推進】
＜食育推進事業＞
◆地場産食材の利用拡大のため、生産者及び関係機関と食材調達の調整を行い、地元の新鮮な食材を多く使用した献立を工夫しました。

【④教育環境の整備・充実】
＜小中学校情報化事業・教育ネットワーク管理事業＞
◆児童生徒へタブレット端末を配付し、電子黒板等のICT機器を活用した学習を推進することにより、個別最適化された学習環境を提供しました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）
【①確かな学力を育む教育の推進】
◆「魚津っ子の学び向上委員会」の取組を推進し、市全体で学力向上の取組を進めます。
◆個に応じた学習支援の充実のため、学習支援員やスタディメイト等の各種支援員の適切な配置に努めます。
◆ALTを活用し、英語教育の推進に取り組みます。

【②豊かな心を育む教育の推進】
◆令和２年度から全面実施された「魚津市ふるさと教育スタンダードプラン」に基づき、関係機関と連携してふるさと教育の推進に取り組みます。
◆学校、関係機関と連携した指導により、学校復帰や一時登校など改善傾向に向かう児童生徒がいる一方で、不登校傾向の児童生徒が増える傾向にあります。市
SSW、市SCが中心となった、早期からの関係機関との組織的な取組により、当該児童生徒への専門的な指導・相談ができるようにします。また、生徒指導協議会と連
携し、WEBQU（よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート）の活用・分析を進め、子どもの居場所づくり、不適応児童生徒の早期発見・早期対応を目指します。
さらに、発達障害等特別な支援を要する児童生徒に対する情報交換を密にし、切れ目のない支援体制づくりに努めます。
◆学校図書館のIT化を実施し、調べ学習などで児童生徒が利用しやすい環境を実現します。

【③健やかな体を育む教育の推進】
◆現在の「第２期食育推進計画」を見直し、令和６年度からを計画期間とした「第３期食育推進計画」を策定し、関係機関と連携を図りながら、食育の推進に取り組みま
す。

【④教育環境の整備・充実】
◆「小中学校就学援助事業」については、家庭の経済的な理由によらず等しく教育を受けることができるよう支援を行います。加えて、「子どもの貧困」や「ヤングケア
ラー」の問題については、関係各課、関係機関と連携し、早期に発見し支援につなげられるよう努めます。
◆魚津市小中学校通学安全プランに基づき、通学路の安全点検を実施するなど、児童生徒の登下校の安全確保に取り組みます。
◆「魚津っ子の学び向上委員会」が中心となりＩＣＴ機器を活用した授業づくりに関する研修の充実に努めます。
◆児童生徒への効果的な教育活動の充実に向けて、市内小中学校の教職員の勤務実態の把握や部活動の地域移行について研究し、学校職場における働き方改革
を進めます。
◆地域に開かれたコミュニティスクール制度の導入に向けて関係各所と調整を行い、地域での次世代育成の仕組み作りに努めます。
◆急激に進む少子化に対応する教育のあり方について研究し、住民同士の意見交換会を開催し、教育に対する関心を高めます。

施 策 № 13 施 策 名 学校教育の充実

令和4年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、学校現場においては、感染症対策を施しながらその影響緩和に努めました。

【①確かな学力を育む教育の推進】
◆学習状況については、指標とする県の学力調査において、県平均に対する市平均の割合が、小学校は（Ｒ３ 100％→Ｒ４ 98.1％）前年度を下回り、
中学校は（Ｒ３ 96.0％→Ｒ４ 99.3％）前年度を上回っています。

【②豊かな心を育む教育の推進】
◆不登校の児童生徒の割合が、前年度と比較して小学校は0.66ポイント、中学校は2.46ポイント増加しています。
◆１か月間に読んだ本の冊数は、前年度と比べて一人当たり0.1冊増加して8.5冊となっています。

【③健やかな体を育む教育の推進】
◆けがや病気の件数については、前年度と変わらず7.1人となっています。
◆学校給食の残食率については、コロナウイルス感染症の影響により、配膳方法・おかわりの仕方等に変更があり、残食量が多くなったため、前年
度と比較して1.0ポイント増加しています。

【④教育環境の整備・充実】
◆小中学校の普通教室の冷房化率は、令和元年６月に100％となっています。
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4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 28 (28) 28 (28)

本 11 (11) 11 (11)

本 3 (3) 3 (3)

本 14 (14) 14 (14)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

施策の
トータルコスト

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 地域協働課、図書館、水族博物館、埋没林博物館

１０年後の
目指す姿 　誰もが生涯にわたり身近で気軽に学び、歴史や自然、文化が適切に保存、継承、活用されています。

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり

施 策 № 14 施 策 名 生涯学習の推進

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上

施策を進めるた
めの役割分担

430,371 381,042

基本事業③ 博物館の充実

基本事業④

８年度実績

行　　政

・誰もが身近で気軽に学習できる環境を整えます。
・図書館の充実に努めます。
・文化財や地域資源等を社会全体で保存・活用できる環境の整備に努めます。
・各博物館の展示・教育普及・調査研究等を充実させるとともに、魅力向上を図ります。

市　　民
・

事 業 所

・生涯学習活動に積極的に取り組みます。
・文化財等の地域資源を理解し、保存や継承、活用に努めます。
・本市の歴史や文化、自然を学び、次世代へ引き継ぎます。
・博物館や図書館を学びや交流の場として活用します。

8,004 12,340

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 171,621 393,725

７年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 609,996

区　　分

基本事業② ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

787,107

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 29,400 29,480

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 70 72

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

114,264Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 115,336

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 15,070 19,718

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 725,332 901,371

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

参　　考
１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876

　同　　上
円 17,920 22,580

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 2,849 2,862

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919

施策の現状
及び課題

現　　状

・図書館や公民館（コミュニティセンター）において、生涯学習の環境づくりに取り組んでいます。
・伝統芸能の保存・継承を支援するとともに、文化財の保存・活用に取り組んでいます。
・博物館を適切に管理するとともに、企画展示や普及教育活動等を推し進め、情報発信を強化しながら博物館の魅力向上に取り組ん
でいます。

課　　題

・人間関係や地域のつながりが希薄になる中、明日を担うひとづくりを進めていくためには、生涯学習を積極的に推進していく必要が
あります。
・人口減少等を背景に、文化財等の滅失や散逸等の防止、管理のあり方が喫緊の課題となっており、地域社会全体で、その継承に
取り組んでいく必要があります。
・各博物館は経年劣化等が進んでいることから、様々な設備等について補修や改修等が必要です。
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令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【放課後子ども教室推進事業】
・公民館において、遊び、伝統芸能、サークル活動を実施し、放課後と土曜日のこどもたちの安全・安心な居場所を確保しました。（計16教室）
・星の杜小学校内の教室を活用し、放課後児童クラブと放課後子ども教室の「一体型」の星の杜放課後子ども教室を実施しました。（令和２年10月開始）
【公民館活動振興事業】
・各地区の社会教育振興会に委託し、高齢者学級をはじめとする各種公民館教室を開催するとともに、コロナ禍に対応した、従来の地区運動会の代替え事業としてウォークラリーなどの地域
住民の交流事業を実施しました。
【生涯学習振興事業】
・社会教育委員会議を年１回（10月25日）開催し、社会教育関連事業への意見等の提言を受けました。提言の概要については、令和４年12月に開催した教育委員会議にて「事務の点検及び
評価結果」として報告しました。
・初心者を対象とした生涯学習教室を修了した受講生で作る友の会では、20教室239名が学び続けました。恒例の生涯学習フェスティバルを開催（令和５年３月19日）しました。
【青少年・家庭教育事業】
・少年補導センターによる補導活動（少年補導委員29名）を警察と協力しながら行うとともに、青少年育成市民会議による青少年の健全育成のための実践活動や市民への普及啓発・広報活
動（12月１日研修会実施）を行いました。また、市ＰＴＡ連合会家庭教育委員会と連携して、子育て講演会や親学びの実践講習研修会を各園各校などで開催しました。友好親善都市である岡
山県井原市との児童交流事業は、コロナ禍の状況を踏まえ、初めてオンライン（８月20日）にて実施しました。
【成年・女性活動振興事業】
・成年年齢を18歳に引き下げる民法の改正が行われる中、従来の成人式の在り方を検討しつつ、引き続き20歳を対象とする「二十歳のつどい」を、新成人等が参加する実行委員会により開
催（令和５年１月８日）しました。
【図書館資料収集保存提供事業】
・図書や雑誌、視聴覚資料等を収集保存するとともに、市民や利用者に提供しました。令和２年度末からスタートした「うおづ電子図書館」の蔵書は2,835タイトルです。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 14 施 策 名 生涯学習の推進

基本事業名 ①学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上

基本事業の目的（意図）
市民の学習ニーズの把握に努め、図書館のサービスを充実しながら、生涯学習情報の提供や生涯学習教室の充実に努め、身近
で気軽に学ぶことができる環境づくりを図ります。

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

地域協働課

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

7.6

18，500

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

一般会計 放課後子ども教室推進事業 1,970,000 1,688,616 281,384

一般会計

生涯学習・スポーツ課

一般会計 成年・女性活動振興事業 1,512,000 1,353,854 158,146 -

青少年・家庭教育事業 1,792,000 886,147 905,853 -

311,394 Ｂ

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

地域協働課

一般会計 公民館活動振興事業 9,455,000 9,038,881 416,119 Ａ 地域協働課

Ｂ

公民館一般管理事業 35,237,000 32,631,671 2,605,329 -

教養・普及事業 611,000 591,503 19,497 Ａ 図書館

一般会計 資料収集保存提供事業 14,075,000 13,981,394 93,606 Ａ 図書館

一般会計

地域協働課

生涯学習・スポーツ課

一般会計 図書館一般管理事業

生涯学習・スポーツ課

一般会計 生涯学習振興事業

315,023,727 Ｂ

一般会計

3,171,000 2,859,606

図書館

0

一般会計 図書館設備更新事業 4,552,000 4,428,575 123,425 -

36,020,000 33,585,695 2,434,305 - 図書館

0

0

一般会計 公民館大規模修繕事業（公民館施設整備事業） 607,703,000 292,679,273

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

成果指標名 単位 ７年度
（中間目標値）

市民一人当たりの図書貸出冊数

12年度
（目標値）

18，500 18，500
18，455 7，462

18，48012，800 18，450

6.6 6.7
7.2 7.4

9，436 12，232

6.8 7.0

令和元年度

7.6

地区公民館活動の利用者総数

冊

人

5.6 5.4

0

0

0

0

0

合　　計 716,098,000 393,725,215 322,372,785
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１次評価結果

一般会計 文化財維持管理事業 2,424,000 1,634,901 789,099 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

文化財保存活用事業への年間延べ参
加者数

人
900 1，290

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

1，330
1，400

成果指標名

0

生涯学習・スポーツ課

0

一般会計

生涯学習・スポーツ課

一般会計 遺跡調査事業 4,377,000 2,761,232 1,615,768 - 生涯学習・スポーツ課

文化財保存活用事業 11,883,000 7,943,894 3,939,106 Ａ

0

0

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 18,684,000 12,340,027 6,343,973

0

0

単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

1，350
1，289 898

1，310

基本事業の目的（意図）
魚津市の歴史や文化を調査、検証し、広く市民に紹介しながら、本市の貴重な財産である文化財等について、関係団体と連携しな
がら保存・継承・活用を図ります。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【文化財維持管理事業】
・博物館行政に対する助言や意見を求めて、博物館協議会を開催（令和５年３月３日）しました。
【文化財保存活用事業】
・指定文化財写真フィルムや『魚津市誌』（昭和43年刊行）のデジタル化を行いました。
・松倉城跡の魅力などを紹介する山城探訪ツアー（11月20日・19名参加）を行いました。
・魚津まつりが３年ぶりに開催され、たてもん協力隊事業も規模を縮小しながらも募集（２日間でのべ108名の募集　※２日目は雨で中
止）しました。
・たてもんの森の定期的な草刈りや枯れ木の捕植、周辺木の伐採等の環境整備事業と親子での草刈りイベント（５月21日・18名参加）
を実施しました。また、たてもん祭りのユネスコ無形文化遺産普及啓発事業として、県と高岡市、南砺市とともに、パネルディスカッショ
ンやパネル巡回展を開催しました。
・コロナ禍により地域に伝わる伝統芸能の安定的な開催と保存継承が危ぶまれたため、今後の開催に向けた準備経費等の支援を行
いました。
【遺跡調査事業】
・松倉城跡では国指定に向けた、支城である升方城跡の石積み等の測量調査を実施しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 14 施 策 名 生涯学習の推進

基本事業名 ②ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用

901 926
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 14 施 策 名 生涯学習の推進

基本事業名 ③博物館の充実

基本事業の目的（意図）
効果的な施設整備を進めるとともに、博物館の企画や展示を充実させ、積極的な情報発信により、来館者増加に努めながら、体験
を重視した普及活動を進め、市民から必要とされる博物館づくりを図ります。

４年度 ５年度

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【歴史民俗博物館事業】
・歴史民俗資料館の解体工事のため、８月22日から臨時休館としました。休館前には、同資料館の展示や歴史についての解説会（８月11・13日）を
行いました。また、同資料館の収蔵品を吉田記念郷土館内や市内収蔵スペースへ移設し、併せて、収蔵品のデータベース化を行いました。
・６～10月、企画展「魚津城と松倉城」展を吉田記念郷土館にて開催するとともに、小学校６年生を対象に実施している「ふるさと発見バス」にて企
画展見学会を実施しました。
【水族館企画展事業】（計２回）
・春に市制70周年企画展「バイ展」、夏に企画展「トンガリ展」を開催しました。
【水族館博物館事業】（計８回）
・コロナ禍に配慮しながら、サポーター活動（４回）、魚津水辺の調査隊活動（４回）を行いました。
【蜃気楼ネットワーク事業】
・市制70周年事業として蜃気楼交流会を拡充し「蜃気楼フォーラム」を開催しました。
【埋没林博物館教室事業】
・博物館教室として「作れるかな？蜃気楼」「万華鏡をつくろう」等の講座を開催しました。
【埋没林博物館展示事業】
・「市制70周年記念特別展富山湾のふしぎ魚津の三大奇観」「魚津ナチュラルギャラリー23」等の企画展を開催しました。
【ジオパーク普及事業】（再掲）
・「松倉城と砂金ツアー」「スギの王国魚津！未来の洞杉をさがそう」等の講座を開催しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

博物館入館者総数 人 202，940 119，993
126，000 200，000 204，000 205，000 207，000

210，000
134，767 184，399

生涯学習・スポーツ課

一般会計 資料館収蔵品移設事業 5,502,000 4,285,661 1,216,339 Ａ

水族館事業特別会計 水族館ホームページ運用事務 123,083 123,083 0 - 水族博物館

水族館事業特別会計

生涯学習・スポーツ課

一般会計 博物館収蔵品等デジタル化事業 18,656,000 17,600,000 1,056,000 - 生涯学習・スポーツ課

水族館事業特別会計 水族館一般管理事業 163,739,950 160,565,069 3,174,881 - 水族博物館

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 歴史民俗博物館事業 13,651,000 12,887,576 763,424 -

水族館事業特別会計 水族館企画展事業 1,320,000 129,911 1,190,089 Ａ 水族博物館

水族館事業特別会計 水族館博物館事業 4,108,610 3,584,257 524,353 Ａ 水族博物館

水族館施設整備事業 24,545,800 23,456,000 1,089,800 Ａ 水族博物館

一般会計 埋没林博物館教室事業 69,000 41,416 27,584 Ａ 埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館調査研究事業 1,508,000 1,464,487 43,513 Ａ 埋没林博物館

予算なし 水族館事業特別会計繰出金 113,545,000 97,730,000 15,815,000 - 水族博物館

一般会計 蜃気楼ネットワーク事業 1,059,000 884,486 174,514 Ａ 埋没林博物館

0

0

一般会計 埋没林博物館展示事業 7,772,000 6,592,620 1,179,380 Ａ 埋没林博物館

一般会計 埋没林博物館一般管理費 53,713,300 51,697,460 2,015,840 - 埋没林博物館

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 409,312,743 381,042,026 28,270,717

0

0

0
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施 策 № 14 施 策 名 生涯学習の推進

令和4年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上】
◆市内各公民館、新川学びの森天神山交流館、新川文化ホール、県民カレッジ新川地区センター（県立みどり野高校内）で生涯学習講座を開催して
おり、他市に劣らない充実した環境が整っています。
◆市民一人当たりの図書貸出冊数は、前年度に比べて0.13冊減少し、5.43冊となりました。県内市の平均（令和３年度）は、4.44冊です。
◆地区公民館の利用者数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の徹底や工夫した事業の実施により、前年度の95,600人から104,274人（8,674
人増：令和元年度比60,073人減）となっています。

【③博物館の充実】
◆埋没林博物館の入館者数は、前年度の19,154人から27,453人（8,299人増：令和元年度比12,206人減）となっています。
◆歴史民俗博物館の入場者数は、前年度の4,514人から4，075人（439人減：令和元年度比1,906人減）となっています。
◆水族博物館の入館者数は、前年度の111,099人から152,871人（41,772人増：令和元年度比4,429人減）となっています。コロナ前の入館者数に戻り
つつあります。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上】
◆本市における学習ニーズや教室の在り方等について検討し、市民が参加しやすい学びの環境を整えていきます。
◆図書館では、市民ニーズにあった資料の充実、図書館や本に関する情報発信（ＨＰ，ｔｗｉｔｔｅｒ）を行います。また、「うおづ電子図書館」の蔵書を充実
させ、ネットによる読書活動の普及に努めます。
◆公民館活動に地域への郷土愛を高め、地域の活性化を図る事例を学び、地区公民館の利用者増を図っていきます。
◆公民館のコミュニティセンター化に向けて地域振興会を窓口に引き続き協議を行います。
＜地域拠点施設整備事業＞（施策１①再掲）
◆魚津市本江地域交流センターの建設事業について、近隣住民に配慮し、協力を得ながら本江公民館の解体工事や外構工事を進めていきます。
◆松倉地区の拠点施設整備について、その規模や機能を松倉自治振興会と協議していきます。
◆大町、上中島地区の小学校跡地の利活用に関して、引き続き、地域の関係者と協議していきます。

【②ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用】
◆市民が文化財への関心と理解を深め、地域に愛着や愛着や誇りを高め、さらには観光資源としての魅力を向上させ、交流人口の拡大や市内の賑
わい創出につなげるために、企画展の開催や文化財の周辺整備、PR事業等を実施し、本市における未来へ引き継ぐ地域遺産（文化財等)の保存、継
承、活用に努めます。
◆松倉城跡の国指定に向けては、指定範囲における土地の境界や相続に係る諸課題等への取組みを、地元と連携して進めます。
◆「たてもんの森」を見守り、育てながら、次世代への文化の継承と海と山をつなぐ文化を育む取組みを引き続き行います。

【③博物館の充実】
◆「孫とお出かけ支援事業」については、その効果と影響について調査・研究を行い、事業への対応を検討します。
◆埋没林博物館では、蜃気楼の動画等のコンテンツを充実させるとともに、InstagramやFacebook等も活用し、情報発信を強化していきます。また、カ
フェや木育キッズスペース等を活用した事業により、入館者が無料エリアからさらに有料エリアへ進むよう努めます。
◆水族博物館では、従来の見せるイベントに加え、を飼育員とのふれあい・対話型イベントを開催することで、解説パネルでは伝えられないタイムリー
な情報を伝え、水族館の魅力の向上を図ります。また、より効率的で効果的な運営の在り方についても検討を進めていきます。
◆社会教育施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設の長寿命化計画に基づいて長寿命化を図っていきます。

【①学び続ける環境づくりと地域・家庭教育力の向上】
＜生涯学習振興事業＞
◆コロナ禍の影響のため、学びのきっかけづくりとして初心者を対象とした生涯学習教室は開催せず、教室を修了した受講生で作る友の会では活動を継続し、活動の成果発表の場であ
る生涯学習フェスティバルは新川学びの森天神山交流館の賑わい創出事業（「What’s学びの森」イベント）と同時開催しました。
＜図書館教養・普及事業＞
◆図書館では、市制70周年記念シンポジウム「乱歩と魚津幻想」、読書会等各種教室・講座、おはなし会等を延べ154回開催し、延べ1,998人が参加しました。資料や図書等の展示を31回
開催しました。
＜公民館活動振興事業＞
◆地区公民館においてそれぞれの地区の特性を活かした事業（高齢者学級、公民館教室、地域異世代交流）を実施し、地域住民の学習意欲の向上と地域の活性化につながりました。

【②ふるさとの歴史や文化財の保存・継承・活用】
＜遺跡調査事業＞
◆松倉城跡では、指定候補地の升方城跡の石積み等の測量調査を実施し、国指定に向けた取組を進めました。
＜文化財保存活用事業＞
◆貴重な史料を後世に遺すために行った『魚津町誌』のデジタル化により、図書館での電子図書館事業で活用されるなど、広く閲覧できるようになりました。
◆たてもんを将来地元産の木材で製作することを目指し、スギやケヤキ、ヒノキを植樹した「たてもんの森」の定期的草刈りや枯れ木の捕植等の管理や周辺環境整備を、次世代を担う子
供たちなど親子で継続して実施し、後世への伝統継承を行いました。

【③博物館の充実】
＜孫とお出かけ支援事業＞
◆埋没林博物館と水族博物館が、高齢者の外出機会を促進し、世代間交流を通じて家族の絆を深め、地域の文化や歴史、科学や自然への関心を幅広い年齢層に広げることを目的に富
山市が主管として実施している「孫とお出かけ支援事業」の連携市に加入しています。コロナ禍により休止していた水族博物館では、繁忙期以外で再開しました。
＜歴史民俗博物館管理事業＞
◆郷土の豊かな歴史と文化を知り、生活の移り変わりを学ぶ機会として、小学校を対象に実施している「ふるさと発見バス」にて企画展見学会を継続して実施しました。
＜水族博物館事業＞
◆コロナ禍に配慮しながら、民間企業とのタイアップイベントや調査研究を実施し、生物や自然環境についての理解を深めました。
◆市制70周年記念事業の一環として「魚津の自然シリーズ　ホタルイカ」を発刊しました。
＜埋没林博物館博物館教室事業、埋没林博物館調査研究事業、埋没林博物館展示事業＞
◆埋没林博物館では、主として魚津市民を対象に、年10回の博物館教室等の講座を実施し、郷土の自然に親しみ、その重要性や意義への理解を深めました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）
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4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 8 (8) 7 (7)

本 4 (4) 4 (4)

本 4 (4) 3 (3)

本

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919
参　　考

１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876

　同　　上
円 13,120 8,679

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 12,422 8,164

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

20,543Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 28,246

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 698 515

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 502,799

区　　分

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 531,045 346,449

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 7,200 5,300

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 23 21

行　　政

・新川文化ホールや他の公共施設等を活用して、子どもの頃から優れた芸術文化に触れる機会を増やします。
・文化関係団体と連携を図りながら、新たな活動や若い世代を応援します。
・スポーツ指導者の資質向上と競技力の向上の取り組みを支援します。
・選手層の底辺拡大とスポーツ指導者の資質、競技力の向上の取組を支援します。

市　　民
・

事 業 所

・積極的に芸術文化活動に参加します。
・積極的にスポーツ活動に参加します。

387,697 234,753

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 115,102 91,153

７年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業② スポーツ活動の推進

施策の
トータルコスト

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 地域協働課、図書館、水族博物館、埋没林博物館

１０年後の
目指す姿 　多くの市民が芸術文化やスポーツに取り組み、まちがうるおいと活力に満ち溢れています。

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 芸術文化活動の推進

施策を進めるた
めの役割分担

基本事業③

基本事業④

８年度実績

・文化団体の支援や市民文化祭、市美術展、音楽のまちづくり推進事業等を活性化することにより、芸術文化活動の推進に取り組ん
でいます。
・各種競技における底辺の拡大と競技力の向上を図るため、選手や指導者の育成に取り組んでいます。

課　　題

・芸術・文化活動に携わる市民の固定化、高齢化の傾向があり、既存事業のほか、新たな活動や若い世代を支援し、芸術文化に直
接触れる機会の充実が求められています。
・スポーツの競技力向上のためには、地域における指導者の発掘、育成が求められるとともに、クラブ組織の育成やトップアスリート
によるスポーツ教室の開催等も必要です。

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり

施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

325,906

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

施策の現状
及び課題

現　　状

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）
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1

2 ○

3 ○

4 ○

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

0

合　　計 111,494,320 91,153,495 20,340,825

0

人

人

14,518 29,840

0

0

0

0

0

市美術展や市民文化祭の出演者及び
出展者の延べ人数

12年度
（目標値）

770 770
758 494

768530 760

29,612 11,151
29,800 29,900

624 549

29,000 29,600

令和元年度

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一般会計 新川文化ホール事業 100,358,000 80,432,802

0

19,925,198 Ａ

0

0

0

0

-

音楽のまちづくり推進事業 2,621,000 2,621,000 0 Ｂ

0

0

生涯学習・スポーツ課一般会計

0

0

0

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課

一般会計 芸術文化振興事業 2,143,900 1,746,594 397,306 Ａ 生涯学習・スポーツ課

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

生涯学習・スポーツ課一般会計 交流館活性化事業 6,371,420 6,353,099

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

30,000

780

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

18,321

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【交流館活性化事業】
・令和４年４月から、一般社団法人『にいかわ学びの森みらい会議』へ運営を引き継ぎました。施設の賑わいを創り出すWhat's学びの
森（10月１日）や学びの森音楽祭としての早春音楽だより（令和５年２月19日）を開催しました。
【新川文化ホール事業】
・小学５・６年生を対象にした舞台芸術鑑賞会を３年ぶりに開催（６月15日）し、中学２年生の鑑賞会も実施（10月31日）しました。
【芸術文化振興事業】
・芸術文化団体などへの補助金交付を通じて、芸術文化活動を支援し恒例の市民文化祭（10月22日・23日）や市美術展（11月３日～
７日）を開催しました。また、４年に１度の2022 ART/X/TOYAMAを開催（４月30日～５月８日）しました。
【音楽のまちづくり事業】
・出前コンサートや市民のためのクラシック講座、小中学校での音楽指導を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業名 ①芸術文化活動の推進

基本事業の目的（意図）
市民へこころのゆとりと潤いをもたらすため、多様な芸術、文化、音楽活動等を積極的に支援し、幅広い芸術文化活動の振興を図
ります。

成果指標名 単位 ７年度
（中間目標値）

新川文化ホール等で開催される企画事
業の延べ入場者数

30,000
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1 ○

2 ○

3 ○

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

3,874 3,911

4,015
4,080 4,008

スポーツ競技団体に登録している延べ
人数

人
4,060 4,045 4,0004,030

施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業名 ②スポーツ活動の推進

目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

530,000
535,690 255,365

529,000

247,713 353,243

基本事業の目的（意図）
選手層の底辺拡大と指導者の育成に努め、国際的に活躍する選手の輩出を目指すとともに、育成した子ども達が将来、地域ス
ポーツの指導者や選手強化スタッフとしての一役を担うという、好循環の創出を目指します。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【スポーツ選手等強化育成事業】
・市出身のプロ野球選手である石川歩投手による野球教室（12月28日）を行いました。
・スポーツで市民に感動を与えた選手を表彰する桑山スポーツ賞を、１個人１団体に授与しました（令和５年１月10日）
・ジュニア育成や優秀選手派遣に対する助成を通じて、選手強化に取り組みました。
【スポーツコミッション事業】
・スポーツ団体や地域、経済、産業、観光など様々な団体等が参画し、スポーツを通じた地域活性化を目指すうおづスポーツコミッ
ションにより、数多くの市制70周年記念事業を開催しました。
・魚津しんきろうマラソン（４月24日）は、参加の人数制限をしながら、2,671名のエントリーを受けて開催しました。
・全日本大学女子野球選手権大会（８月26日～30日）は、３年ぶりに15チーム（16大学）の参加を得て開催しました。
・市民体育大会は、夏季競技は18種目を実施、冬季競技は、スキー競技を実施しました。県民体育大会等に出場する選手に対して
大会派遣経費の一部補助を実施しました。
【体育施設管理費】
・市民がいつでも気軽にスポーツやレクリエーションに親しむことができる拠点として、ありそドームや室内温水プールをはじめとする
市体育施設を指定管理により管理運営しました（指定管理契約期間：令和３年度～６年度まで）。
・天候に関わらず子供のあそび場となるありそドームのキッズベースを改修しました。
・スポーツ施設長寿命化計画を改訂し、計画的な施設修繕を実施しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 15

合　　計 291,060,000 234,752,976 56,307,024

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

生涯学習・スポーツ課

0

一般会計

生涯学習・スポーツ課

一般会計 スポーツ選手等強化育成事業 4,274,000 3,690,376 583,624 Ａ 生涯学習・スポーツ課

スポーツコミッション事業 31,024,000 15,035,997 15,988,003 Ａ

１次評価結果

一般会計 体育施設管理事務 255,762,000 216,026,603 39,735,397 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

ありそドームや桃山運動公園等、市内
の体育施設の延べ利用者数

人
323,000 528,000

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

530,000
530,000

4,000

成果指標名 単位

実績値
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【①芸術文化活動の推進】
＜交流館活性化事業＞
◆賑わい創出事業や学びの森音楽祭事業として各種イベントを開催する中で、生涯学習の推進や芸術文化の振興など、長年に亘り育んできた文化
の芽を継承する形で、市民が気軽に音楽に親しめる環境を作りだすなど、豊かなまちづくりに向けた取組を展開しました。
＜新川文化ホール管理事業＞
◆指定管理者は施設の維持管理、利用料金徴収業務、委託イベントの開催、自主企画事業等を実施しました。
＜芸術文化振興事業＞
◆魚津市民文化祭や魚津市美術展を開催し、芸術文化の振興に努めました。
◆文化芸術団体の活動助成や、新川文化ホール展示ホール及びミラージュギャラリーにおける市美協会員展の開催支援は、市民の芸術文化活動の
充実に結び付きました。

【②スポーツ活動の推進】
◆本市のボッチャサポーターの増加を図るため、児童への体験会や地域住民への普及活動を実施し、競技のPRや普及に努めました。
＜スポーツ選手等強化育成事業＞
◆パナソニック㈱スポーツ事業センター（現　パナソニックスポーツ㈱）との連携協定に伴うクリニックを開催し、スポーツ少年団や中学・高校部活動の
競技レベルの向上に努めました。
◆プロ野球選手の石川歩投手による野球教室では、スポーツ少年団未所属の児童への体験会を実施し、競技人口の拡大に取り組みました。
<市民体育大会等開催支援事業>
◆「うおづスポーツコミッション」では、スポーツ資源を活用したイベントを観光や産業等の地域資源に結び付け、地域活性化を図る道筋を示しました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆新川学びの森天神山交流館では、新たな利活用事業者や事業運営団体等と連携し、引き続き、施設や周辺地域の活性化を図ります。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館で開催するコンサートや企画展について、指定管理者や事業運営団体と協議し、幅広い分野の魅
力ある企画事業をバランスよく開催しながら、来館者の増加につながるよう工夫します。
◆文化施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設計画に基づき、長寿命化を図っていきます。

【②スポーツ活動の推進】
◆市ゆかりの選手の応援活動や競技の普及活動を通じての国際交流活動を行っていきます。
◆関係団体と連携を図りながら、小中学生の競技人口の拡大と選手の競技力向上に向けて継続的に取り組みます。
◆トップアスリート等から直接指導を受けるクリニックを充実させ、子どもたちを中心とする選手の競技力向上や指導者育成の支援を引き続き実施しま
す。
◆幅広い団体が連携したスポーツコミッション組織により、スポーツを通じた地域活性化を図ります。
◆スポーツ施設の長寿命化計画は随時見直しを行いながら、計画的で効率的な維持管理に努めます。
◆部活動の地域移行について、運動部・文化部それぞれの関係団体等と連携して進めます。

施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

令和4年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①芸術文化活動の推進】
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主事業の参加者は、前年度の14,518人から29,840人（15,322人増：令和元年度比228人増）と
なっています。
◆本市には、新川文化ホールと新川学びの森天神山交流館の文化施設があり、その中で行われている文化芸術活動は、近隣他市、同規模市に比
較しても充実しています。

【②スポーツ活動の推進】
◆スポーツ少年団の加入率は、前年度の27.6％から27.7％（0.1ポイント増）となっています。
◆スポーツ大会への参加者数は、前年度の10,174人から21,840人（11,666人増）となっています。
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Ｒ３決算額（円） Ｒ４決算額（円） 増減額 対前年比

確かな学力を育む教育の推
進

98,325,742 87,346,415 △ 10,979,327 88.8%

増
プログラミング教育推進事業
減
小中学校研究事業

豊かな心を育む教育の推進 13,327,292 16,309,020 2,981,728 122.4%
増
適応指導教室運営事業
社会に学ぶ14歳の挑戦事業

健やかな体を育む教育の推
進

129,872,909 207,891,429 78,018,520 160.1%
増
学校給食運営事業
学校給食施設維持管理事業

教育環境の整備・充実 265,761,692 460,151,025 194,389,333 173.1%
増
教育委員会事務局一般管理事業
私学等教育振興事業　

学び続ける環境づくりと地
域・家庭教育力の向上

171,621,044 393,725,215 222,104,171 229.4%
増
公民館大規模修繕事業（公民館施設整備事業）

ふるさとの歴史や文化財の
保存・継承・活用

8,003,711 12,340,027 4,336,316 154.2%

増
文化財維持管理事業
文化財保存事業

博物館の充実 430,370,535 381,042,026 △ 49,328,509 88.5%

増
歴史民俗博物館事業
資料収蔵品移設事業
博物館収蔵品等デジタル化事業
減
水族館施設整備事業
水族館事業特別会計繰出金

芸術文化活動の推進 115,101,535 91,153,495 △ 23,948,040 79.2%

増
交流館活性化事業
新川文化ホール事業
減
新川学びの森天神山交流館運営事業

スポーツ活動の推進 387,696,961 234,752,976 △ 152,943,985 60.6%

増
スポーツコミッション事業
減
体育施設管理業務
東京オリンピック・パラリンピック関連事業

1,620,081,421 1,884,711,628 264,630,207

令和４年度　決算の状況（水族館特別会計含む）


